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＜病棟連絡事項＞
・栄養課より、茶寒天に使用しているゼリーカップが減ってきています。再利用していますので、使用後は捨てずに厨房へ返却して頂きますよう再度病棟内で周知お願い致します。

＜部屋移動＞
・松橋　駿様～東病棟Cユニット5号室→東病棟Ｃ４号室
・新山　ヤシヱ様～東病棟Cユニット5号室（転入）
・若沢　理子様～東病棟Aユニット16号室→東病棟Aユニット14号室
・丹内　栄子様～東病棟Aユニット14号室→東病棟Aユニット16号室

＜患者様連絡事項＞
・中村　満様～食事摂取量が少なく、検査にて腎機能低下あり。本日昼より常食ハーフ、低たんぱく補食に食事形態を変更。

・西村　佳也様～主治医より退院許可あるが、妻様「夫の暴力が怖い」ともう少し入院継続して欲しいと希望あり。主治医より本人にも説明行っており、引き続き来週以降、退院調整行うよう指示あり。臨時薬、５日分処方。

・牧　奈津美様～母様より早めに病状説明の面談希望あるが、入院間もない為まだ説明はできず、主治医より入院後２～４週での面談の提案あり。母様、２週目での面談を希望、面談日設定後連絡することとする。

・石和　忠典様～足趾付け根の疼痛訴えあり。希望にて今川Ｄｒ．よりハップスター処方となる。

・小澤　和子様～不眠時のブロチゾラムＯＤ錠（0.25）７回分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放してすぐに他室侵入や他者の私物を弄る行動見られ、他者からも苦情あり、時間早めて開放観察終了。室内では奇声や自傷行為、不潔行動無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・飯田　修子様～終日隔離中。各食全量～2/3摂取。服薬拒否無し。室内で静穏に過ごされており、対面時も不穏・興奮は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・谷地　寿梨様～時間隔離中。各食1/3～1/2摂取。表情は硬く、素っ気無さはあるが、対面時の不穏・興奮は無く、静穏に過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・田端　香織様～終日隔離中。各食全量摂取。服薬拒否無し。対面時は要求や確認行為頻回だが、都度説明・対応にて不穏・興奮は無く、室内でも静穏に過ごされている。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。問題行動や危険行為無く開放観察終了。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・牧　奈津美様～殆ど自室にて臥床して過ごす。ややぼんやりした表情しており、声掛けしてから返答までに時間要している。不安感や不調の訴えは無い

・藤原　絵瑠久様～自室にて臥床して過ごす。表情の冴えなさあるが、不調訴え無く声掛けへの対応は穏やか。

[bookmark: _GoBack]・西村　佳也様～ホールにてテレビを観て過ごしている。衝動行為や悲観的発言なく対応落ち着いている。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～他患者様や入院環境、入院形態に関する不満を話される事はあるが、妄想発言や不穏・興奮は無く経過していた。本日9:00ユニットトイレにて特定男性患者様と掴み合いになり、スタッフが制止・介入に入る場面あり。自身がトイレをしている際に、トイレットペーパーが必要であった特定患者様がトイレの扉を開けた事で本人が被害妄想活発となり、トラブルに至った原因であった模様。距離を置く事で落ち着く事は出来ており、以後はトラブル無く経過。

